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第５章 災害復旧対策計画 
 

被災した施設の応急復旧終了後における原形復旧に加え、再度の被害発生防止並びに民生の安定

及び社会経済活動の早期回復を図るため、県及び防災関係機関が講じるべき措置は以下のとおりとす

る。 

 

第１節 公共施設災害復旧 

 

災害により被害を受けた公共施設の復旧のため、以下のとおり災害復旧体制を確立の上、災害復旧

事業計画を作成し、実施するものとする。 

 

１ 災害復旧体制の確立 

(1) 県は、公共施設に災害が発生したときは、直ちにその概要を電話その他の方法をもって国の関係

課等に報告するとともに、次の体制を確立しておくものとする。 

ア 本庁、出先機関、市町村との連絡を密にし、それぞれ報告責任者を定めておくこと 

イ 災害が発生した場合、本庁、出先機関又は市町村の責任者は、できるだけ早く被害箇所を巡視

し、復旧工法の適否を確認すること 

ウ 被害箇所については、被災から査定申請までの経緯が分かるように事務処理を行っておくこと 

エ 査定を受けるための体制を確立しておくこと 

オ 被災状況、被災地方公共団体のニーズ等の迅速な把握、被害の発生及び拡大の防止等のた

め国土交通省が派遣する緊急災害対策派遣隊（TEC－FORCE）の受入体制 

カ TEC－FORCE が出動した大規模災害で、現地において復旧方針などの助言を行うため、（公社）

全国防災協会が派遣する災害復旧技術専門家の派遣要請および受入体制 

(2) 市町村長は、上記(1)に準じた体制を整備するとともに、県と十分打合せ協議の上、迅速、適切な

災害復旧対応をする。 

(3) 指定地方行政機関は、所管する公共施設に災害が発生した場合は、速やかに災害復旧に対応で

きる体制を整備しておく。 

(4) 施設・設備等の応急復旧のため被災地に派遣された関係機関のリエゾンは、相互に連携し活動す

るものとする。 

 

２ 大規模災害における対応 

(1) 国は、被害が甚大になる蓋然性が高いと判断される災害においては、激甚災害指定の早期化や

災害復旧等の技術の支援として、TEC－FORCE（緊急災害対策派遣隊）や水土里災害派遣隊等を

派遣し、積極的に被災状況調査の支援を行うとともに、調査結果を取りまとめ、災害終息後、最短で１

週間程度経った時点から「指定見込み」を公表するとともに、激甚災害に指定又は指定の事前公表

がされた災害について、机上査定限度額の引き上げ、採択保留額の引き上げ、設計図書の簡素化

等の手続きの効率化を実施する。 

(2) 県は、激甚災害の指定見込みが公表され、手続きの効率化が実施される場合において、効率化に
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対応した査定計画等を立案する。 

(3) 国〔国土交通省〕及び県は、著しく異常かつ激甚な災害が発生し、緊急災害対策本部が設置され

た災害（以下「特定大規模災害」という。）等を受けた地方公共団体又はその団体の長から要請があり、

かつ当該地方公共団体の工事の実施体制等の地域の実情を勘案して円滑かつ迅速な復興のため

必要があると認めるときは、その事務の遂行に支障のない範囲で、当該地方公共団体又はその団体

の長に代わって工事を行うことができる権限代行制度により、被災地方公共団体に対する支援を行う。 

(4) 県又は市町村は、工事の実施に高度な技術または機械力を要する場合の県道、市町村道の災害

復旧に関する工事について、必要に応じて国による権限代行制度に基づく支援を要請する。 

(5) 県は、指定市以外の市町村が管理する指定区間外の国道、県道又は自らが管理する道路と交通

上密接である市町村道について、当該市町村から要請があり、かつ当該市町村の工事の実施体制

等の地域の実情を勘案して、当該市町村に代わって県が災害復旧等に関する工事を行うことが適

当であると認められるときは、その事務の遂行に支障のない範囲内で、当該工事を行うことができる

権限代行制度により、支援を行う。 

(6) 県は、指定区間内の一級河川又は二級河川における河川の改良工事若しくは修繕又は災害復旧

事業に関する工事について、必要に応じて国による権限代行に基づく支援を要請する。 

 

３ 災害復旧事業計画の作成及び実施 

公共施設の管理者は、管理する施設が災害により被害を受けた場合は、遅滞なく被害を最小限に止

めるべく、応急復旧対策を講じるとともに、その後の復旧事業については、次により計画を作成するととも

に、公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法等の財政援助を活用し、速やかに災害復旧を実施する。 

(1) 公共施設災害復旧計画作成 

ア 災害の程度により緊急の度合いに応じて、国へ緊急査定、あるいは本査定を要望する。 

イ 災害の原因を速やかに調査し、査定のための調査、測量、設計を早急に実施する。 

ウ 緊急査定の場合は国から事前に、復旧計画指導のため現地指導官が派遣されるので、その指

示に基づき周到な計画を作成する。 

復旧計画の作成に当たっては、原形復旧を基本にしつつも、再度災害防止等の観点から、可能

な限り改良復旧等を行うものとする。 

エ 査定完了後は緊急度の高いものから直ちに復旧に当たり、原則として現年度内に完了するよう、

施行の促進を図る。 

オ 査定に失格したもので、再度災害の弱点となり、被害の原因となると考えられる箇所は、再調査

の上、県単独災として実施するよう計画する。 

カ 大災害等の復旧の場合は、着手後において労働力の不足、施工業者の不足や質の低下、資材

の払底のため、工事が円滑に実施できないことがあることから、事前にこれらについて十分検討す

るとともに、工法にも検討を加えて、計画する。 

(2) 公共施設災害復旧事業の種類 

公共施設災害復旧事業の種類は、次のとおりである。 

ア 公共土木施設災害復旧（県農林水産部、県県土整備部） 

(ｱ) 河川災害復旧事業 

(ｲ) 海岸災害復旧事業 

(ｳ) 砂防設備災害復旧事業 
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(ｴ) 林地荒廃防止施設災害復旧事業 

(ｵ) 地すべり防止施設災害復旧事業 

(ｶ) 急傾斜地崩壊防止施設災害復旧事業 

(ｷ) 道路災害復旧事業 

(ｸ) 港湾災害復旧事業 

(ｹ) 漁港災害復旧事業 

(ｺ) 下水道災害復旧事業 

(ｻ) 公園災害復旧事業 

イ 農林水産施設災害復旧（県農林水産部） 

ウ 文教施設等災害復旧（県教育委員会） 

エ 厚生施設等災害復旧（県健康福祉部） 

オ その他の公共的施設災害復旧（県関係部局、関係機関） 

 

４ 災害復旧資金の確保（県総務部、東北財務局） 

災害復旧計画の実施に必要な資金需要額を速やかに把握し、それぞれ負担を要する財源を確保する

ために、起債その他所要の措置を構じるなど、災害復旧事業及び災害復旧関連事業の早期実施を図る。 

(1) 県の措置 

ア 災害復旧経費の資金需要額を把握する。 

イ 災害復旧事業債により災害関係資金を確保する。 

ウ 普通交付税の繰上げ交付及び特別交付税の交付を国に要請する。 

エ 一時借入金及び起債の前借り等により災害関係資金を確保する。 

(2) 東北財務局青森財務事務所の措置 

ア 必要資金の調査及び指導 

関係機関と緊密に連絡の上、県、市町村等の必要資金量を把握し、その確保の措置をとる。 

イ 金融機関の融資の指導 

災害の状況、応急資金の需要等を勘案して、融資相談所の開設、貸出の迅速化等被災者の

便宜を考慮した適時適切な措置をとるよう指導を行う。 

ウ 災害つなぎ資金の融通 

県、市町村に対し、災害つなぎ資金（財政融資資金地方短期資金）の融通を行う。 

(3) その他の措置 

「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」により、国は公共土木施設、農地

及び農業用施設等、災害に係る地方債の元利補給を実施する。 

 

５ 計画的な復興 

大地震等により地域の社会的機能が壊滅的な被害を受け、社会経済活動に甚大な障害が生じた災害

にあっては、迅速な原状復旧を目指すか、又はさらに災害に強いまちづくりのため計画的な復興を目指

すか検討した上、大規模災害からの復興に関する法律に基づいて以下のとおり復興計画を作成し、復興

事業を遂行するものとする。 

(1) 復興計画の作成等 

ア 被災地域の復興は、多数の機関が関係する高度かつ複雑な大規模事業となるため、復興計画
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を作成し復興事業の円滑な遂行を図る。 

イ 復興計画の作成及び復興事業の遂行のため、国、市町村、関係機関等との連携・調整を含む実

施体制を確立するほか、必要に応じて国に対し、財政措置、金融措置、人的支援を求める。 

ウ 復興計画の作成に際しては、地域のコミュニティが被災者の心の健康の維持を含め、被災地の

物心両面にわたる復興に大きな役割を果たすことに鑑み、その維持・回復や再構築に十分に配

慮するものとする。 

(2) 復興の理念、方法等 

ア 復興は住民の安全と環境保全等にも配慮し、現在の住民のみならず将来の住民のためのものと

いう理念のもとに、復興計画作成段階で復興後のあるべき姿を明確にする。 

イ 市街地等の整備改善が必要な場合は、被災市街地復興特別措置法等の活用を図り、土地区画

整理事業、市街地再開発事業等の実施により合理的かつ健全な市街地の形成を推進する。 

ウ 住民に対しては、復興後のあるべき姿を呈示するとともに、復興計画のスケジュール、実施施策

等の情報を提供し、住民の合意形成を図る。 

 

 (資 料） 

○ 大規模災害時における応急対策業務に関する協定                 (資料編６－１－１） 

○ 災害時における応急対策業務に関する協定(県測量設計業協会)        (資料編６－１－２） 

○ 災害時における応急対策業務に関する協定(東北６県他)             (資料編６－１－３） 

○ 災害時における応急対策業務に関する協定(建設コンサルタンツ協会)     (資料編６－１－４） 

○ 東北地方における災害等の相互応援に関する協定(東北６県他)         (資料編６－１－５） 

○ 東北地域における工業用水道災害時等の相互応援に関する協定        (資料編６－１－６） 
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第２節 民生安定のための金融対策 

 

災害により被害を受けた個人及び団体等の民生の安定及び社会経済活動の早期回復を図るため、以

下のとおり金融措置を講じるものとする。 

 

１ 農林水産業復旧資金の活用（県農林水産部） 

県は、災害により被害を受けた農林漁業者又は団体に対し、復旧を促進し、農林水産業の生産力の

維持増進と経営の安定を図るため、天災融資法及び株式会社日本政策金融公庫法に基づく円滑な融

資について指導する。 

 

２ 中小企業向け復興資金の活用（県商工労働部） 

県は、災害により被害を受けた中小企業者に対し、その経営の安定を図るため、金融機関及び商工団

体等の協力を得て、被災中小企業者に対する復旧に向けた資金の活用について周知徹底を図る。 

 

（資 料） 

○ 災害復旧対策融資関係             （資料編６－２－１） 
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第３節 被災者に対する生活保障・生活再建支援に関する計画 

 

災害により被害を受けた地域における民生の安定のため、被災者の生活確保措置を講じるものとする。 

国、県及び市町村は、被災者台帳の作成や罹災証明書の発行、被災者生活再建支援金等の被災者

支援に係る手続きが円滑に行われるよう、デジタル化や先進技術の導入に努めるものとする。 

 

１ 被災者に対する職業のあっせん（青森労働局） 

災害のため、勤務先の会社、事業所、工場等の滅失により職業を失した者に対し、以下のとおり必要

な就職のあっせんを行い、被災者の生活の確保を図るものとする。 

(1) 職業あっせんの対象者 

災害のため転職又は一時的に就職を希望している者又は被災以前からの求職者であって被災に

伴い求職活動の援助を特に行う必要があると認められる者 

(2) 職業相談 

被災地を管轄する公共職業安定所において、職員を現地に派遣し、被災者に対する職業相談を

実施する。 

(3) 求人開拓 

被災者の求職条件に基づき、当該各公共職業安定所において求人開拓を実施するとともに、必

要に応じて関係公共職業安定所及び他県に対しても求人開拓を依頼する。 

(4) 職業のあっせん 

職業相談、求人開拓の結果に基づき、被災者の求職希望に応じた職業を紹介するよう努める。 

 

２ 租税の徴収猶予、減免（県総務部等） 

国、県及び市町村は、被災者の納付すべき国税及び地方税について、法令及び条例の規定に基づ

き、災害の状況に応じて、申告、申請、請求及びその他書類の提出並びに納付又は納入に関する期限

の延長、徴収猶予及び減免の措置を実施するものとする。 

 

３ 郵便業務に係る災害特別事務取扱い（日本郵便株式会社） 

災害救助法の適用を受けた災害地の被災者に対して、郵便葉書等の無償交付及び被災者が差し出

す郵便物の料金免除措置を講じる。 

 

４ 生業資金の確保（県健康福祉部、市町村、県・市町村社会福祉協議会） 

災害により被害を受けた者に対し、早急に民生の安定を図るため、次の措置を講じる。 

(1) 生活福祉資金の貸付 

実施機関：青森県社会福祉協議会 

申込先：市町村社会福祉協議会 

(2) 母子父子寡婦福祉資金の貸付 

実施機関：県、中核市 

申込先：市町村、地域県民局地域健康福祉部福祉総室/福祉こども総室、中核市の福祉事務所 

(3) 災害弔慰金の支給、災害障害見舞金の支給及び災害援護資金の貸付 
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実施機関：市町村 

申込先：市町村 

 

５ 生活再建の支援（国、県、市町村） 

被災者生活再建支援法に基づき、自然災害によりその生活基盤に著しい被害を受けた者に対し、都

道府県が拠出した基金を活用して被災者生活再建支援金を支給する。 

被災者が遺漏なく支援制度を活用して生活再建に取り組むことができるよう、見守り、相談の機会や被

災者台帳等を活用したきめ細やかな支援を行うとともに、被災者が容易に支援制度を知ることができる環

境の整備に努める。 

被災者の働く場の確保のため、即効性のある臨時的な雇用創出策と、被災地の特性を踏まえた産業

振興の方向性に沿った職業訓練を通じた労働者の技能向上等による中長期の安定的な雇用創出策を

組み合わせて実施する。併せて、自営業、農林水産業、中小企業等に対する経営の維持・再生、起業等

への支援策の充実も図る。 

 

６ 義援物資、義援金の受入れ（市町村） 

(1) 義援物資の受入れ（県、市町村） 

県民、企業等からの義援物資について、被災市町村で受入れを希望するもの及び受入れを希望

しないものを把握し、その内容のリスト及び送り先を公表する。 

(2) 義援金の受入れ、配分（県健康福祉部、市町村） 

県民、企業等からの義援金は、日本赤十字社青森県支部及び県が受け入れたものについては、

県が配分委員会を組織し、協議の上、市町村を通じて被災者に配分する。また、市町村で受け入れ

た義援金は適切に保管し、各市町村の配分委員会を組織し、協議の上、被災者に配分する。その

際、配分方法を工夫するなどして、できる限り迅速な配分に努めるものとする。 

 

７ 住宅災害の復旧対策等（県県土整備部、市町村） 

災害により住宅に被害を受けた者に対しては、独立行政法人住宅金融支援機構法に規定する災害復

興建築物及び被災建築物資金の融通等を適用し、建設資金又は補修資金の貸付けを行う。 

(1) 災害復興住宅資金 

県及び市町村は、災害復興建築物及び被災建築物資金の融資について、借入れ手続きの指導、

融資希望者家屋の被害状況調査及び被害率の算定を早期に実施し、災害復興資金の借入れの促

進を図る。 

(2) 災害特別貸付金 

市町村は、被災者の希望により災害の実態を調査した上で被災者に対する貸付金の融資を住宅

金融支援機構に申し出るとともに、被災者に融資制度の周知徹底を図り、借入申込希望者に対して

借入れの指導を行う。 

(3) 住宅相談窓口の設置 

住宅金融支援機構は、県と協議の上、必要と認められる市町村に住宅相談窓口を設置し、相談

を受け付ける。 

 

８ 生活必需品、復旧用資機材の確保（県各部局） 
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被災地における民生の安定を図り、業務運営の正常化を早急に実施するため、生活必需品、災害復

旧資材の適正な価格による円滑な供給を確保するとともに、関係機関と密接な連絡協調のもとに物資の

優先輸送の確保に必要な措置、その他適切な措置を講じる。 

 

９ 農業災害補償（県農林水産部） 

農業経営者の災害によって受ける損失を補償する農業災害補償法（昭和 22 年法律第 185 号）に基づ

く農業共済について、補償業務の迅速化、適正化を図る。 

 

10 漁業災害補償（県農林水産部） 

漁業経営者の災害によって受ける損失を補償する漁業災害補償法（昭和 39 年法律第 158 号）に基づ

く漁業共済について、補償業務の迅速化、適正化を図る。 

 

11 罹災証明の交付体制の確立（県総務部、県危機管理局、市町村） 

市町村は、災害時に罹災証明書の交付が遅滞なく行われるよう、住家被害の調査や罹災証明書の交

付の担当部局を定め、住家被害の調査の担当者の育成、他の地方公共団体や民間団体との応援協定

の締結、応援の受入体制の構築等を計画的に進めるなど、罹災証明書の交付に必要な業務の実施体

制の整備に努める。 

市町村は、効率的な罹災証明書の交付のため、当該業務を支援するシステムの活用について検討す

るものとする。 

市町村は、住家被害の調査や罹災証明書の交付の担当部局と応急危険度判定担当部局とが非常時

の情報共有体制についてあらかじめ検討し、必要に応じて、発災後に応急危険度判定の判定実施計画

や判定結果を活用した住家被害の調査・判定を早期に実施できるよう努めるものとする。 

市町村は、住家等の被害の程度を調査する際、必要に応じて、航空写真、被災者が撮影した住家の

写真、応急危険度判定の判定結果等を活用するなど、適切な手法により実施するものとする。 

県（防災危機管理課）は、市町村に対し、住家被害の調査の担当者のための研修機会の拡充等により、

災害時の住家被害の調査の迅速化を図るものとする。 

県は、発災後速やかに住家被害の調査や罹災証明書の交付に係る事務の市町村向け説明会を実施

するとともに、その実施に当たっては、ビデオ会議システムを活用し、各市町村に映像配信を行うなど、よ

り多くの市町村担当者の参加が可能となるような工夫をするよう努める。 

県（総務部）は、災害による住家等の被害の程度の調査や罹災証明書の交付について、被害の規模と

比較し被災市町村の体制・資機材のみでは不足すると見込まれる場合には、当該市町村に対し必要な

支援を行うとともに、被害が複数の市町村にわたる場合には、調査・判定方法にばらつきが生じることのな

いよう、被災市町村間の調整を図る。 

 

12 被災者台帳の作成（県関係部局、市町村） 

市町村は、必要に応じて、個々の被災者の被害の状況や各種の支援措置の実施状況、配慮を要する

事項等を一元的に集約した被災者台帳を作成し、被災者の援護の総合的かつ効率的な実施に努める。 

県は、災害救助法に基づき被災者の救助を行ったときは、被災者台帳を作成する市町村からの要請

に応じて、被災者に関する情報を提供する。 
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13 被災者の住宅確保の支援（県県土整備部、市町村） 

被災者の住宅確保のため、災害公営住宅を建設するとともに、既設公営住宅及び空き家等への特定

入居を行う。また、できる限り早い段階から被災者の特性やニーズを把握し、提供期間の終期を待つこと

なく恒久住宅への円滑な移行に向けた取組を計画的に実施する。 

 

14 地震保険の活用（東北財務局、県危機管理局、市町村） 

地震保険は、地震等による被災者の生活安定に寄与することを目的とした公共性の高い保険制度で

あり、被災者の生活再建にとって有効な手段の一つであることから、その制度の普及及び加入の促進に

努めるものとする。 

 

15 援助、助成措置の広報等（県関係部局、市町村） 

被災者、被災中小企業等に対する援助、助成措置について広報するとともに、相談窓口を設置する。 

 

（資 料） 

○ 災害復旧対策生活保障関係                             （資料編６－３－１） 

○ 被災者生活再建支援制度                               （資料編６－３－２） 

○ 災害により被災した県民の住宅の早期復興に向けた協力に関する協定書 （資料編６－３－３） 

  


